
◇1948年　12月2日　花巻市大迫生れ
◇1967年　県立大迫高等学校卒業
◇同年　　　大迫町役場入職
◇2000年　大迫町教育委員会社会教育課長
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◇2005年　大迫町役場退職
◇2006年　花巻市議会議員当選（現在４期目）

　

５
月
28
日
、
気
仙
支
部
青
年

婦
人
部
主
催
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
大

会
が
宮
城
県
気
仙
沼
市
の
さ
く

ら
ボ
ウ
ル
で
開
催
さ
れ
、
新
採

用
職
員
４
人
を
含
む
計
16
人
が

参
加
し
、
４
人
１
チ
ー
ム
で
３

ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
だ
。

　

気
仙
支
部
藤
原
青
年
婦
人
部

長
よ
り
「
今
年
度
第
１
回
目
の

交
流
会
と
い
う
こ
と
で
部
署
を

越
え
て
楽
し
く
、
怪
我
に
気
を

つ
け
て
交
流
し
ま
し
ょ
う
」
と
挨

拶
し
、
交
流
会
が
始
ま
っ
た
。

　

全
員
が
１
回
は
ス
ト
ラ
イ
ク

を
取
り
、
ス
ペ
ア
も
多
く
取
る

な
ど
、
高
ス
コ
ア
で
の
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
中
に
は
ス

ト
ラ
イ
ク
を
３
回
連
続
（
タ
ー

キ
ー
）
を
取
る
参
加
者
も
お
り
、

プ
ロ
ボ
ウ
ラ
ー
が
誕
生
す
る
日

も
そ
う
遠
く
な
い
か
も
し
れ
な

い
。

　

参
加
し
た
新
採
用
職
員
は

「
同
じ
庁
舎
内
で
も
、
日
常
の

業
務
の
中
で
関
わ
る
こ
と
が
な

か
っ
た
部
署
の
方
々
と
交
流
が

　

４
月
１
日
付
で
昇
給
昇
格
等

発
令
通
知
書
が
総
務
事
務
シ
ス

テ
ム
に
て
発
出
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
通
知
書
に
は
、
昇
給
・
昇

格
の
状
況
、
昨
年
の
人
事
評
価

の
結
果
な
ど
重
要
な
情
報
が
示

さ
れ
て
い
る
。
組
合
員
の
皆
さ

ん
は
ぜ
ひ
確
認
し
よ
う
。

【
昇
給
・
昇
格
は
？
】

○
昇
給
の
幅
に
つ
い
て
通
常
、

評
価
で
４
号
と
な
っ
て
い
る
。

「
査
定
昇
給
制
度
」
と
い
う
職

員
の
業
務
遂
行
実
績
を
も
と
に

特
に
優
秀
と
上
司
が
評
価
し
た

職
員
に
対
し
て
昇
給
幅
を
増
や

す
制
度
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

評
価
の
た
め
、
上
司
と
の
面
談

や
「
評
価
シ
ー
ト
」
の
記
載
等

が
あ
る
。

○
昇
格
の
目
安
に
つ
い
て
、
か

つ
て
は
標
準
的
な
昇
格
の
基
準

が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
地
域
給

の
導
入
や
査
定
昇
給
制
度
の
導

入
な
ど
に
よ
り
、
昇
格
基
準
は
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▲ボウリングを楽しみながら交流を深める参加者

若柳よしあき（73）
社民・現４期

で
き
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で

す
。
２
か
月
間
業
務
を
し
て
み

て
、
他
部
署
の
方
と
の
関
わ
り

が
あ
る
こ
と
で
業
務
を
効
率
よ

く
進
め
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
っ

た
の
で
、
今
回
の
よ
う
な
機
会

が
あ
れ
ば
参
加
し
て
、
多
く
の

方
と
交
流
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
し
た
。
」
と
今
後
の
交
流

会
等
の
開
催
を
心
待
ち
に
し
て

い
る
様
子
だ
っ
た
。

な
く
さ
れ
、
同
期
と
の
差
も
見

え
づ
ら
く
な
り
評
価
者
の
視
点

次
第
で
賃
金
格
差
が
生
じ
る
仕

組
み
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
般
的
に
新
卒
採
用
後
10
年

の
勤
続
経
験
で
主
任
（
３
級
）

に
昇
格
す
る
が
、
査
定
結
果
よ

り
支
給
号
（
月
額
）
は
差
が
生

じ
て
い
る
。
ま
た
、
主
査
級
以

上
の
任
用
は
、
人
事
評
価
に
よ

り
タ
イ
ミ
ン
グ
も
異
な
る
状
況

に
あ
る
。

【
人
事
評
価
の
結
果
は
？
】

　

新
人
事
評
価
制
度
は
、
「
職

員
育
成
」
と
「
業
務
推
進
支

援
」
を
基
本
と
し
、
「
職
員
個

人
の
努
力
」
と
「
組
織
目
標
へ

の
貢
献
」
に
着
目
し
、
制
度
の

透
明
性
及
び
職
員
の
納
得
性
を

高
め
て
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。
昨
年
の
人
事
評
価
の

結
果
を
確
認
し
、
透
明
性
、
納

得
性
が
担
保
さ
れ
て
い
る
の
か

確
認
し
よ
う
。

《
昇
給
の
区
分
》

Ａ
：
極
め
て
良
好
（
８
号
給
）

Ｂ
：
特
に
良
好
（
６
号
給
）

Ｃ
：
良
好
（
４
号
給
）

Ｄ
：
や
や
良
好
で
な
い
（
２
号
給
）

Ｅ
：
良
好
で
な
い
（
な
し
）

【
勤
務
意
欲
持
て
る
賃
金
改
善
を
】

　

こ
れ
ま
で
の
昇
給
抑
制
を
は

じ
め
と
す
る
賃
金
引
下
げ
に
よ

り
中
高
齢
職
員
の
勤
務
意
欲
が

停
滞
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ

れ
以
上
の
賃
金
抑
制
を
許
さ
ず
、

勤
務
意
欲
を
維
持
で
き
る
賃
金

改
善
や
、
若
年
層
の
初
任
給
改

善
、
生
涯
賃
金
改
善
の
た
め
の

昇
給
・
昇
格
運
用
の
改
善
の
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

　

７
月
17
日
告
示
・
24
日
投
開
票
の

花
巻
市
議
会
議
員
選
挙
で
は
、
自
治

労
組
織
内（
花
巻
市
職
労
出
身
）・「
若

柳
よ
し
あ
き
」さ
ん
を
推
薦
決
定
し
、

組
合
員
・
ご
家
族
へ
の
支
持
拡
大
に

全
力
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
働
く
者
の

政
策
を
姿
勢
に
反
映
し
、
憲
法
を
活

か
し
た
社
会
の
実
現
の
た
め
、
組
合

員
の
皆
さ
ん
の
力
で
議
会
に
送
り
出

そ
う
。

気
仙
支
部
で
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
を
開
催

プ
ロ
ボ
ウ
ラ
ー
誕
生
⁉

▲交流会参加者で記念撮影

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

の推薦を決定 花
巻
市
議
会
議
員
選
挙

　
　
　

７
月
17
日
告
示
・
24
日
投
開
票

若柳よしあきさ
ん

発
令
等
通
知
書

昇
給
・
昇
格
の
し
く
み

確
認
し
ま
し
ょ
う

定期発行している　　　　　　　　を
　　　組合加入促進等に活用しよう！
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「核兵器禁止条約」署名、国への働きかけを知事に要請

第33回反核平和の火リレー

核廃絶と平和な社会実現のために

 

ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
へ
の
原
爆
投
下
か
ら
77
年
。
昨
年
１
月
に
「
核
兵
器
禁
止
条

約
」
が
国
連
総
会
で
発
行
さ
れ
た
。
し
か
し
、
唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る
日
本
政
府
は

い
ま
だ
核
兵
器
禁
止
条
約
署
名
の
姿
勢
を
示
し
て
い
な
い
。
「
語
り
継
ご
う
、
走
り

続
け
よ
う　

ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
心
を
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
ス
タ
ー
ト
し
た
第

33
回
反
核
平
和
の
火
リ
レ
ー
は
、
６
月
３
日
に
二
戸
市
の
堀
野
近
隣
公
園
を
出
発
、

６
月
５
日
ま
で
の
３
日
間
、
広
島
平
和
記
念
公
園
の
平
和
の
火
を
、
一
関
市
ま
で
走

り
つ
な
い
だ
。

　

二
戸
市
（
堀
野
近
隣
公
園
）

を
ス
タ
ー
ト
し
た
ラ
ン
ナ
ー
は

沿
道
か
ら
「
が
ん
ば
れ
ー
」
と

の
声
援
を
受
け
な
が
ら
平
和
の

火
を
つ
な
ぎ
、
一
関
市
（
駅

前
）
で
ゴ
ー
ル
を
迎
え
る
ま
で

の
３
日
間
、
ラ
ン
ナ
ー
と
共
に

街
宣
車
か
ら
ア
ナ
ウ
ン
ス
で

「
核
の
な
い
、
二
度
と
戦
争
が

お
こ
ら
な
い
、
平
和
な
社
会
を

実
現
」
な
ど
を
沿
道
の
方
々
へ

訴
え
た
。

　

ま
た
、
盛
岡
市
（
岩
手
県
庁

前
）
で
ゴ
ー
ル
を
迎
え
た
初
日

の
夕
方
、
日
本
青
年
学
生
平
和

友
好
祭
岩
手
県
実
行
委
員
会
の

中
村
実
行
委
員
長
（
岩
教
組
青

年
部
長
）
、
参
加
し
た
実
行
委

　

３
つ
の
支
部
で
役
員
選
挙
が

行
わ
れ
、
北
上
支
部
は
５
月
17

日
、
釜
石
支
部
は
６
月
１
日
、

胆
江
支
部
は
６
月
10
日
に
そ
れ

ぞ
れ
新
体
制
を
確
立
し
た
。

　

北
上
支
部
長
に
は
高
橋
俊
さ

ん
（
農
業
大
学
校
分
会
）
、
釜

石
支
部
長
に
は
菊
池
静
さ
ん

（
経
営
企
画
部
分
会
）
、
胆
江

支
部
長
に
は
三
宅
真
佐
子
さ
ん

（
林
務
部
分
会
）
が
そ
れ
ぞ
れ

選
出
さ
れ
、
支
部
活
動
を
ス
タ

ー
ト
し
た
。

役
職
・
氏
名
は
次
の
と
お
り
。

北
上
支
部

支
部
長

高
橋　
　

俊
（
県
立
農
業
大
学
校
）

副
支
部
長

藤
原　

道
理
（
北
上
土
木
セ
ン
タ
ー
）

書
記
長

藤
田　

章
宏
（
農
研
セ
ン
タ
ー
）

書
記
次
長

和
賀　

佳
子
（
中
部
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

）

執
行
委
員

仲
條　

眞
介
（
県
立
農
業
大
学
校
）

有
馬　
　

海
（
北
上
農
村
整
備
セ
ン
タ
ー

）

伊
藤
美
智
代
（
農
研
セ
ン
タ
ー
）

石
川　

勝
規
（
農
研
セ
ン
タ
ー
）

藤
沢　
　

巧
（
農
研
セ
ン
タ
ー
）

佐
々
木　

満
（
農
業
普
及
技
術
課　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

（
農
研
セ
ン
タ
ー
駐
在
）
）

会
計
監
事

小
原　

公
則
（
生
工
研
セ
ン
タ
ー
）

八
重
樫
晴
央
（
花
巻
保
健
福
祉
環
境
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

（
北
上
駐
在
）
）

▲反核平和の火リレー参加者で記念撮影

▲平和の火をつなぎ走る盛岡支部組合員（右）

▲知事に要請書を手渡す中村実行委員長（右）

北
上
・
釜
石
・
胆
江
で
支
部
体
制
確
立

北
上
・
高
橋
支
部
長
／
釜
石
・
菊
池
支
部
長
／
胆
江
・
三
宅
支
部
長

釜
石
支
部

支
部
長

菊
池　
　

静
（
経
営
企
画
部
）

副
支
部
長

大
野　

宣
和
（
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
）

書
記
長

小
岩　

敬
洋
（
土
木
部
）

書
記
次
長

髙
橋　

理
央
（
水
産
部
）

執
行
委
員

木
川
田
志
保
（
保
健
福
祉
環
境
部
）

木
下　

聖
子
（
保
健
福
祉
環
境
部
）

下
郡　

正
勝
（
土
木
部
）

藤
丸　

博
之
（
経
営
企
画
部
）

佐
々
木
博
幸
（
漁
業
取
締
事
務
所
）

清
水　

勇
一
（
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
）

会
計
監
事

田
島　
　

大
（
農
林
部
）

遠
藤　

裕
樹
（
水
産
部
）

胆
江
支
部

支
部
長

三
宅
真
佐
子
（
林
務
部
）

副
支
部
長

阿
部　
　

洋
（
奥
州
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

）

和
泉　

正
義
（
産
技
短
水
沢
校
）

書
記
長

佐
藤　
　

大
（
林
務
部
）

書
記
次
長

薄
衣　

利
幸
（
経
営
企
画
部
）

執
行
委
員

菊
地　

高
志
（
総
務
部
・
審
査
指
導
監
）

大
和　
　

光
（
土
木
部
）

佐
藤　
　

健
（
農
政
部
）

澤
部　

典
男
（
保
健
福
祉
環
境
部
）

福
地　

亮
介
（
農
政
部
農
村
整
備
室
）

会
計
監
事

梅
木　

博
之
（
県
税
部
）

鈴
木　

啓
太
（
県
南
家
畜
保
健
衛
生
所
）

員
、
竹
花
せ
い
子
盛
岡
市
議
の

４
人
で
達
増
拓
也
県
知
事
を
訪

問
し
、
要
請
行
動
を
行
っ
た
。

中
村
実
行
委
員
長
は
、
①
「
非

核
・
平
和
自
治
体
宣
言
」
を
活

か
し
、
平
和
行
政
の
推
進
に
つ

と
め
る
こ
と
、
②
有
事
関
連
法

に
基
づ
く
国
民
保
護
計
画
に
よ

っ
て
様
々
な
規
制
・
制
約
を
受

け
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、

い
か
な
る
場
合
も
住
民
の
生
命

と
基
本
的
人
権
を
優
先
す
る
政

策
を
実
現
す
る
こ
と
、
③
す
み

や
か
な
核
兵
器
廃
絶
、
④
平
和

な
国
際
社
会
の
実
現
と
国
民
の

基
地
負
担
の
軽
減
の
た
め
、
核

兵
器
禁
止
条
約
へ
の
署
名
等
を

確
実
に
政
府
へ
働
き
か
け
る
こ

と
、
⑤
原
発
の
再
稼
働
、
原
子

力
政
策
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ

い
て
情
報
・
デ
ー
タ
を
全
面
開

示
し
、
国
民
が
分
か
り
や
す
い

議
論
を
行
え
る
よ
う
な
枠
組
み

を
設
け
る
よ
う
政
府
へ
要
望
す

る
こ
と
、
⑥
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
普
及
促
進
と
し
て
太
陽
光
発

電
設
置
者
へ
の
助
成
措
置
拡
充

な
ど
、
県
と
し
て
も
核
廃
絶
と

平
和
な
社
会
を
実
現
す
る
取
り

組
み
を
積
極
的
に
行
う
よ
う
要

請
書
を
提
出
。

　

広
島
平
和
記
念
公
園
に
は
、

反
核
と
恒
久
平
和
実
現
を
願
い
、

「
平
和
の
火
（
と
も
し
び
）
」

が
灯
し
続
け
ら
れ
て
い
る
か
ら
、

こ
の
「
平
和
の
火
（
と
も
し

び
）
」
は
、
世
界
か
ら
核
が
な

く
な
っ
た
時
に
消
え
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。
一
日
も
早
い
核
廃

絶
、
そ
し
て
、
二
度
と
戦
争
の

起
こ
ら
な
い
平
和
な
社
会
を
め

ざ
し
、
引
き
続
き
取
り
組
み
を

進
め
て
い
く
。

鬼木 まこと

比例代表

きどぐち 英司
岩手県選挙区

人事異動等で住民票を異動された方の投票手続き
　投票権利（選挙人名簿への登載）は、公示日の前日までに３ヶ月以上居
住していることが必要です。これは、選挙の投票権確保のためだけに転居
を繰り返すことを避けるためです。国政選挙では、直近３ヵ月以内に人事
異動等で住民票を異動されても、所要の手続きで投票が可能になります。
① 従前居住地で投票する場合
　・ 引っ越しの際、郵便物転送の手続きをしている方は、投票所への「入
　場券」が新住所へ転送されます。※転送手続きを失念されていた方は、
　旧住所地の選挙管理委員会に連絡する必要があります。
　・入手した「入場券」を持参し、投票日当日に従前居住地で投票できます。
② 新居住地で投票する場合（不在者投票となります）
　・ 選挙の「投票用紙」を従前居住地の選挙管理委員会に請求し、送付し
　てもらう必要があります。（「従前居住地の市区町村 + 不在者投票」　
　で検索）
　・ 送付された投票用紙等を、選挙日前日までに新居住地の選挙管理委員
　会に持っていき投票できます。

「県職出身者を国政へ！」
自治労中央本部前書記長

「岩手を守り、日本を考える」

第26回参議院議員選挙
　　　　県職労推薦候補者
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